
 
 

 

第 １ ８ - ０ ０ ３ 号 

     ２０１８年 ４月２７日 

 平成３０年３月期決算について 

ＡＮＡホールディングスは、本日４月２７日（金）、平成３０年３月期決算を取りまとめました。詳細

は「平成３０年３月期決算短信」をご参照ください。 

 

１．平成３０年３月期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 

 ・当期のわが国経済は、企業収益及び雇用環境の改善が続く中、個人消費の持ち直しが見られる等、景気

は緩やかに回復しました。航空業界を取り巻く環境は、国内・海外経済の緩やかな回復が続く中で、訪日

外国人の増加等により、需要は概ね堅調に推移しました。 

   ・機内や空港サービスにおいて、お客様利便性の向上と競争力の強化に努めた結果、英国スカイトラックス  

社から、顧客満足度で最高評価となる「５スター」に６年連続で認定されたことに加え、米国エアトランスポ

ートワールド社から、航空業界において最も権威ある賞「エアライン・オブ・ザ・イヤー」を受賞しました。ま

た、「バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰」において、航空運送分野としては、初めて内

閣総理大臣表彰を受賞しました。 

 ・経済産業省と東京証券取引所から、従業員の健康管理を経営戦略的に取り組んでいる企業として「健康

経営銘柄２０１８」に初めて選定された他、女性活躍推進に優れた企業として「なでしこ銘柄」に３年連続で

選定されました。 

 ・主力事業である航空事業において、旺盛な需要に支えられ、国際線旅客、国際線貨物が好調に推移した

ことや、当期から連結子会社となったPeach・Aviation㈱の収入が加わったこと等により、営業利益、経常利

益、親会社株主に帰属する当期純利益はいずれも３期連続で過去最高を更新しました。 

 結果として、平成３０年３月期の連結経営成績は売上高が１兆９，７１７億円、営業利益は１，６４５億円、経

常利益は１，６０６億円、親会社株主に帰属する当期純利益は１，４３８億円となりました。 

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成３０年３月期 平成２９年３月期 増減 増減率(%) 

売 上 高 １９，７１７ １７，６５２ ２，０６５ １１．７ 

営 業 費 用 １８，０７２ １６，１９７ １，８７５ １１．６ 

営 業 損 益 １，６４５ １，４５５ １８９ １３．０ 

営 業 外 損 益 ▲３８ ▲５１ １２  ―― 

経 常 損 益 １，６０６ １，４０３ ２０２ １４．４ 

特 別 損 益  ３６０  ▲９ ３６９  ―― 

親会社株主に帰属する 
当 期 純 損 益 

１，４３８ ９８８ ４５０ ４５．６ 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 
平成３０年３月期 平成２９年３月期 増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航空事業 １７，３１１ １，５６８ １５，３６３ １，３９５ １，９４８ １７３ 

航空関連事業 ２，８４３ １０６ ２，６４４ ８３ １９８ ２３ 

旅行事業 １，５９２ ３７ １，６０６ ３７ ▲１３ ０ 

商社事業 １，４３０ ４５ １，３６７ ４３ ６２ １ 

その他 ３８７ ２７ ３４７ １３ ３９ １３ 
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（２）航空事業 

①国内線旅客 

 ・１０月に発生した台風や本年１月及び２月の降雪の影響を受けたものの、需要に応じた各種割引運賃を設

定したことに加え、訪日需要を取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前期を上回りました。 

 ・６月から中部＝宮古線を新規開設し、夏季の一部期間において羽田＝沖縄線のギャラクシーフライトを運

航した他、ウィンターダイヤからの広島空港の運用時間延長に伴い、羽田＝広島線の最終時間帯に増便

する等、需要の取り込みを図りました。また、地域活性化、訪日旅客増加を目的に、国内外に発信するプロ

グラム「Tastes of JAPAN by ANA –Explore the regions-」を１２月から開始しました。 

 ・新たに９月より運航開始したエアバスA３２１neo型機には、全席にタッチパネル式パーソナルモニターを完   

備した他、１０月よりプレミアムクラスにおいて、羽田発着の一部路線のメニューを一新するとともに、昼食

のご提供時間を拡大する等、機内サービスの充実を図りました。また、新千歳空港では、９月に隈研吾氏

監修のもと、国内線プレミアムメンバー向け最上級ラウンジ「ANA SUITE LOUNGE」と「ANA LOUNGE」が新

しくオープンした他、１１月からは、出発カウンターのレイアウトを変更し、自動手荷物預け機「ANA Baggage 

Drop」サービスを導入する等、お客様の快適性、利便性の向上に努めました。 

 結果として、国内線旅客収入は１１４億円の増収（前期比１．７％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 平成３０年３月期 平成２９年３月期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ６，８９７ ６，７８３   １１４ １．７ 

旅客数（千人） ４４，１５０ ４２，９６７ １，１８３ ２．８ 

座席キロ（百万座席キロ） ５８，４２６ ５９，０８０ ▲６５４ ▲１．１ 

旅客キロ（百万人キロ） ４０，２７１ ３８，９９０ １，２８１ ３．３ 

利用率（％） ６８．９ ６６．０  ２．９ ――― 

 

②国際線旅客 

 ・国際線ネットワークの拡充に伴い、日本発ビジネス需要が好調に推移していることに加え、旺盛な訪日需

要を取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

 ・８月から羽田＝ジャカルタ線、１０月から成田＝ロサンゼルス線を１日２便へ増便し、首都圏発着のビジネ

ス需要に加え、国内地方空港やアジア＝北米間の接続需要の取り込みを図りました。ホノルル線にフルフ

ラット・シートの「ANA ビジネス・スタッガード」と「プレミアムエコノミー」を提供し、旺盛な需要の取り込みに

努めました。また、訪日需要の更なる喚起に向けたプロモーション活動を強化する等、新規の需要喚起に

努めました。 

 ・６月より国際線のファーストクラス・ビジネスクラスで提供するワイン・シャンパンのメニューを刷新した他、     

９月より国際線全路線のエコノミークラスに日本酒の提供を拡大したことに加え、お客様からの投票で選ば

れた機内食の人気メニューを、１２月から日本発のプレミアムエコノミーとエコノミークラスで提供する等、サ

ービスの向上に努めました。また、食物アレルギーを持つお子様が、より安心な空の旅をお楽しみ頂けるよ

う、本年３月よりお子様向けのアレルゲン対応機内食の提供を開始しました。 

 結果として、国際線旅客収入は８０６億円の増収（前期比１５．６％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 平成３０年３月期 平成２９年３月期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ５，９７４ ５，１６７ ８０６ １５．６ 

旅客数（千人） ９，７４０ ９，１１９ ６２１ ６．８ 

座席キロ（百万座席キロ） ６４，３７６ ６０，１４８ ４，２２８ ７．０ 

旅客キロ（百万人キロ） ４９，１３２ ４５，６０２ ３，５２９ ７．７ 

利用率（％） ７６．３ ７５．８ ０．５ ――― 



 
 

③貨物 

 ・国内線貨物は、需要が好調な国際線との接続貨物を取り込んだ他、沖縄＝羽田線の貨物臨時便を設定

する等、増収に努めましたが、航空貨物需要全体が低調に推移したことや、宅配貨物の取り扱いが減少し

たこと等により、輸送重量、収入ともに前期を下回りました。 

 ・国際線貨物は、北米・欧州向けの自動車関連部品や電子機器などの旺盛な貨物需要を背景に日本発海    

外向けは好調に推移しました。海外発において、アジア・中国発の日本向け貨物が好調に推移したことに

加え、中国発北米向けの三国間貨物を取り込んだ結果、輸送重量・収入ともに前期を上回りました。 

 結果として、国内線貨物収入は１億円の減収（前期比０．５％減）、国際線貨物収入は２４７億円の増収（前

期比２６．５％増）となりました。 

   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 平成３０年３月期 平成２９年３月期 増減 増減率(%) 

国

内

線 

貨物収入（億円） ３０７     ３０８ ▲１ ▲０．５ 

輸送重量（千トン） ４３６     ４５１ ▲１４  ▲３．２ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ４４８     ４５９ ▲１１  ▲２．５ 

国

際

線 

貨物収入（億円） １，１８０     ９３３ ２４７ ２６．５ 

輸送重量（千トン） ９９４     ９５４ ４０ ４．３ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ４，４７４       ４，１５０ ３２３ ７．８ 

 

④その他 

 ･マイレージ附帯収入、バニラ・エア㈱の収入、当期から連結子会社となったPeach・Aviation㈱の収入、機内

販売収入、整備受託収入等で構成される航空事業におけるその他の収入は、２，８５９億円（前期比 

３６．９％増）となりました。 

 ･バニラ・エア㈱では、機材を前期より３機増機して１５機での運航体制とし、国際線では本年３月から福岡

＝台北線を新規開設しました。当期におけるバニラ・エア㈱の輸送実績は、旅客数は２,６７７千人（前期比

２５．７％増）、座席キロは４,９８１百万座席キロ（同１８．０％増）、旅客キロは４,２６０百万人キロ（同 

１７．６％増）、利用率は８５．５％（前期差０．３％減）となりました。 

 ・Peach・Aviation㈱では、機材を前期より２機増機して２０機での運航体制とし、国内線では、９月から仙台

＝札幌線、札幌＝福岡線、本年３月からは関空＝新潟線を新規開設しました。国際線では、仙台＝台北線、

札幌＝台北線を新規開設しました。当期における Peach・Aviation㈱の輸送実績は、旅客数は５,１２０千人、

座席キロは６,８５１百万座席キロ、旅客キロは５,９５１百万人キロ、利用率は８６．９％となりました。 

 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

 ・航空関連事業では、羽田空港、関西空港における空港地上支援業務の受託増等により、当期の売上高は

２，８４３億円（前期比７．５％増）、営業利益は１０６億円（同２８．０％増）となりました。また、国際物流を担

う㈱OCSは、拡大する需要を取り込むために新たな物流拠点「東京スカイゲート」を９月に開設しました。 

 ・旅行事業では、国内旅行は集客が伸び悩んだこと等により、売上高は前期を下回りました。海外旅行は、

ハワイに加え、北米方面の取扱高が好調に推移したこと等から、売上高は前期を上回りました。また、訪日

旅行では競争激化の影響により取扱高は前期を下回りました。これらの結果、当期の売上高は１，５９２億

円（前期比０．８％減）、営業利益は３７億円（同０．１％増）となりました。 

 ・商社事業では、リテール部門は国際線旅客数の増加や訪日旅客の嗜好変化にあわせた商品の充実等に

より、加えて航空・電子部門で半導体の取扱高が増加したこと等から、売上高は前期を上回りました。当期

の売上高は１,４３０億円（前期比４．６％増）、営業利益は４５億円（同２．８％増）となりました。 

 ・不動産関連事業や航空保安警備事業が堅調に推移したこと等の結果、当期のその他の売上高は３８７億

円（前期比１１．３％増）となり、営業利益は２７億円（同１０２．３％増）となりました。 

 



 
 

（４）連結財政状態                                       （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成３０年３月期 平成２９年３月期 増減 

総資産（億円） ２５，６２４ ２３，１４４ ２，４８０ 

負債（億円） １５，６１９ １３，９０２ １，７１６ 

純資産（億円） １０，００５ ９，２４１ ７６３ 

自己資本（億円）  （注１） ９，８８６ ９，１９１ ６９５ 

自己資本比率（％） ３８．６ ３９．７ ▲１．１ 

有利子負債残高（億円） （注２） ７，９８３ ７，２９８ ６８５ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ０．８ ０．８ ０ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／Eレシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

（５）連結キャッシュ・フロー                             単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成３０年３月期 平成２９年３月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ３，１６０ ２，３７０ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲３，２４４ ▲１，９４６ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲２９９ ３３ 

現金および現金同等物期末残高  ２，７０５ ３，０９０ 

減価償却費 １，５０４ １，４０３ 

２．平成３１年３月期の見通し 

 ・今後の経済の見通しについては、海外景気の下振れ、通商問題の動向、欧州・中東におけるテロや紛争

等、景気を下押しするリスクが懸念されるものの、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果等もあり、緩や

かに回復が続くことが期待されています。 

 ・このような状況の下、ＡＮＡグループでは、今年２月に策定した「２０１８～２０２２年度ＡＮＡグループ中期経

営戦略」を確実に遂行し、「世界のリーディングエアライングループを目指す」という経営ビジョンの実現達

成を目指します。 

 ・フルサービスキャリアにおいて、国内線では既に実施している機内 Wi-Fi インターネットの無料化や、本年

１０月よりシンプルでわかりやすい運賃ラインナップへの変更を実施します。国際線では本年６月から羽田

＝バンコク線を１日３便へ増便する他、本年１０月よりアリタリア航空とのコードシェアの実施、２０１９年春

にホノルル線へのエアバス A３８０型機の導入予定など新しいサービスの導入、販売促進等に努めていき

ます。また、貨物事業では新たな需要の取り込みを図り、引き続き収益基盤の強化を目指します。 

 ・ＬＣＣ事業では、２０１９年度末までにバニラ・エア㈱と Peach・Aviation㈱の統合を完了し、お客様満足・マー

ケットシェアにおいて「アジアのリーディングＬＣＣ」を目指していきます。 

  これらにより平成３１年３月期の連結業績見通しは以下の通りとなります。なお、配当につきましては、   

１株につき７０円を予定しております。 

     単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成３１年３月期見通し（連結業績）】 予想 
前期実績 

（平成３０年３月期） 
増減 

売 上 高 ２０，４００ １９，７１７ ６８２ 

営 業 利 益 １，６５０ １，６４５ ４ 

経 常 利 益 １，５８０ １，６０６ ▲２６ 

親 会 社 株 主 に帰 属 する 

当 期 純 利 益 
１，０２０ １，４３８ ▲４１８ 

以 上 


